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二
倍
ぐ
ら
い
で
は
驚
か
な
い

　
　
　
　

─
経
済
安
定
本
部
と
戦
後
の
米
価

─
本
稿
の
紹
介

─
　

唐
の
詩
人
・
王
昌
齢
は
赴
任
先
の
辺
地
か
ら
、
友
人
た
ち
に
言

い
送
っ
た
。「
一
片
の
冰
心
、
玉
壺
に
在
り
」（
お
れ
は
、
ひ
と
か

け
ら
の
氷
の
よ
う
に
透
明
な
心
を
、
玉
の
よ
う
に
穏
や
か
な
精
神

の
中
に
入
れ
た

─
そ
ん
な
澄
み
切
っ
た
気
持
ち
で
今
は
い

る
）
と
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
は
、
欲
望
や
悩
み
に
汚
れ
た
生
身

の
人
間
に
は
簡
単
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
書
に
サ
イ
ン
や
押
印

す
る
、
そ
の
一
瞬
の
中
に
な
ら
、
透
明
な
も
の
が
見
つ
か
る
か
も

知
れ
な
い
。過
去
の
歴
史
の
一
画
に
、誰
か
の
透
明
な
思
い
が
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。・
・
・
と
思
っ
て
、
公
文
書
の
森
を
徘

徊
し
ま
す
。
今
日
は
何
か
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
か
。

─
─

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
聖
地
は
ヤ
ミ
市
だ
っ
た

　

新
橋
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
あ
る
い
は
「
お
じ
さ
ん
」）
の
聖
地
と

言
わ
れ
、
最
後
の
昭
和
の
町
と
も
称
さ
れ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、
現

在
新
た
な
再
開
発
事
業
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
に
も
い

ろ
い
ろ
思
い
出
の
あ
る
町
で
す
が
、
今
回
は
こ
こ
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

一
片
の
冰
心
、
玉
壺
に
あ
り
や
？

―

公
文
書
界
隈
を
徘
徊
す
る―

ひ
ょ
う
　し
ん

ぎ
ょ
く 

　こ

　
福ふ

く

井い

　
ひ
と
し

第四回
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新
橋
は
戦
後
の
復
興
が
お
く
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
①
の

ニ
ュ
ー
新
橋
ビ
ル
や
駅
前
公
園
が
作
ら
れ
る
ま
で
、
こ
こ
は
戦
後
ヤ

ミ
市
の
時
代
の
ま
ま
に
木
造
長
屋
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
式
市
場
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

②
の
資
料
は
昭
和
三
六
年
に
東
京
都
が
説
明
会
用
に
作
っ
た
も
の

で
す
が
、左
側
は
新
橋
駅
周
辺
の
現
況
、右
が
事
業
完
了
後
の
イ
メ
ー

ジ
、
線
路
の
右
側
が
西
口
。
低
層
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
事
業
完
了
後
は
、
右
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

戦
中
戦
後
の
コ
メ
価
格

　

一
昨
年
か
ら
コ
メ
の
値
段
が
二
倍
に
な
っ
て
、
令
和
の
コ
メ
騒
動

と
大
さ
わ
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
橋
に
ヤ
ミ
市
の
あ
っ

た
昭
和
戦
後
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
こ
ま
で

騒
ぐ
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
思
わ
な
い
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
一
四
年
八
月
、

米
穀
配
給
統
制
法
（
昭

和
一
七
年
か
ら
は
食
糧

管
理
法
）
に
基
づ
き
、

政
府
は
公
定
販
売
価
格

と
し
て
一
石
（
約
一
五

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
当
た

り
三
八
円
を
定
め
ま
し

た
。
こ
の
年
の
う
ち
に

強
制
買
上
げ
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
一
六

年
九
月
に
一
石
あ
た
り

四
九
円（
生
産
者
価
格
）

に
設
定
さ
れ
て
ま
す
か

ら
、こ
の
間
は
約
三
割
増
で
す
。
終
戦
直
前
の
二
〇
年
四
月
に
九
二
・

五
円
に
引
き
上
げ
、
戦
後
の
経
済
危
機
対
策
に
よ
っ
て
二
一
年
三
月

に
は
三
〇
〇
円
と
な
り
（
販
売
価
格
は
二
五
〇
円
）、
こ
の
価
格
は

二
〇
年
産
米
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
戦
争

①新橋駅烏森口西側から見たニュー新
橋ビルです。（筆者撮影）

②「都市計画及び都市計画事業の決定書類等　東京都昭和三六年」
添付の「新橋駅前市街地改造計画」（東京都首都整備局作成）から、
「新橋付近の現況」と「事業完了後の模型」。完成までに事業計画に
変更があり、今あるビルとは少し形が違っています。
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中
に
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
、
そ
こ
か
ら
一
年
で
一
気
に
三
倍
強
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
公
定
価
格
で
す
か
ら
、
後
で
見
る
よ
う
に
ヤ
ミ

米
価
格
は
さ
ら
に
「
あ
っ
」
と
驚
く
ぐ
ら
い
高
か
っ
た
。

　

今
回
の
重
要
登
場
人
物
・
都つ

留る

重し
げ

人と

さ
ん
の
分
析
で
は
、
戦
後
す

ぐ
の
物
価
上
昇
は
、
流
通
体
制
の
回
復
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、

　
「
現
実
の
物
価
急
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。し
か
し
、こ
こ
で
、

物
価
騰
貴
に
油
を
そ
そ
い
だ
一
つ
の
特
殊
要
因
を
等
閑
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、・・・
臨
時
軍
事
費
予
算
の
規
模
で
あ
る
。・・・

八
月
一
五
日
か
ら
月
末
ま
で
の
半
月
間
に
日
銀
券
流
通
高
を
一
挙
に

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
急
上
昇
さ
せ
た
無
責
任
さ
は
、
強
く
責
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。」（『
都
留
重
人
自
伝
』）

　

と
当
時
の
政
府
の
責
任
を
極
言
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
ど
う
し
て
い
た
か

　

戦
前
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
、
国
家
総
動
員
法
制
の
も
と
で
強
力

な
流
通
制
限
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
昭
和
二
〇
年
九
月

一
八
日
、
政
府
は
コ
メ
な
ど
主
要
食
糧
を
除
き
、
魚
、
野
菜
の
統
制

を
撤
廃
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。食
糧
事
情
が
よ
く
な
い
中
で
す
が
、

取
引
規
制
の
実
施
に
自
信
を
喪
失
し
た
た
め
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

内
閣
官
房
資
料
「
閣
議
事
項
綴
」
を
開
い
て
み
ま
し
た
（
③
）。

戦
後
す
ぐ
の
東
久
邇
、幣
原
内
閣
当
時
の
閣
議
決
定
事
項
に
つ
い
て
、

内
閣
書
記
官
室
の
担
当
者
が
書
き
出
し
て
お
い
て
く
れ
た
も
の
で

す
。
物
資
が
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、「
陸
軍
」
の
罫
紙
に
メ
モ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

③
を
見
る
と
、
一
に
は
主
要
食
糧
の
供
出
強
化
、
連
合
軍
へ
の
供

給
要
請
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
二
で
は
最
後
の
二
行

で
、「
青
果
物
及
び
鮮
魚
介
類
の
経
済
統
制
は
此
を
撤
廃
す
る
も
の

と
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
各
地
に
④
の
よ
う
に
「
青
空
市
場
」
と
い
わ
れ
る
自

由
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
現
し
ま
し
た
。

　

統
制
時
代
に
比
べ
る
と「
青
空
」が
見
え
た
よ
う
な
解
放
感
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
物
資
が
簡
単
に
手
に
入
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③「閣議事項綴」より、昭和二〇年九
月一八日閣議決定「食糧確保に関する
緊急措置方針要領」
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国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
「
ア
ジ
歴
グ
ロ
ッ

サ
リ
ー
」
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
特
別
展　

公
文
書
に
見
る
戦
時

と
戦
後　

─
統
治
機
構
の
変
遷

─
」
を
開
い
て
み
る
と
、
昭
和

二
〇
年
は
供
出
米
が
激
減
し
た
た
め
、

　

闇
米
の
価
格
の
公
定
価
格
に
対
す
る
倍
率
は
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
一
〇
月
が
最
大
で
、
四
九
倍
に
ま
で
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
。
輸
入
し
よ
う
に
も
、
こ
の
時
期
、
世
界
的
に
も
食
糧

が
不
足
し
て
お
り
、し
か
も
日
本
に
は
輸
入
に
必
要
な
外
貨
が
無
い
。

　

輸
入
購
入
費
は
ア
メ
リ
カ
の
対
日
支
援
基
金
で
ま
か
な
わ
れ
、

G
H
Q
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
が
定
め
た
国
民
一
人

一
日
当
た
り
一
二
五
〇
カ
ロ
リ
ー
分
の
範
囲
内
で
食
糧
が
輸
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
日
当
た
り
使
用
カ
ロ
リ
ー
は
、
成
年
男
性
で
二
〇
〇
〇
カ
ロ

リ
ー
超
、
女
性
で
二
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
弱
ぐ
ら
い
だ
そ
う
な
の
で
、

栄
養
失
調
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
設
定
で
す
。

　

少
し
寄
り
道
し
て
み
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
⑤
の
よ
う
な
こ
と
も

中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
道
、
神
社
へ
の
政
府
の
支
援
等
の
廃
止
を
求
め
た
G
H
Q
の
い

わ
ゆ
る
「
神
道
指
令
」
は
一
二
月
一
五
日
に
発
出
さ
れ
、
こ
れ
を
受

け
た
形
で
昭
和
二
四
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
が

④毎日新聞、昭和二〇年九月二七日記事

⑤「閣議関係綴」より、昭和二〇年一二月一九
日閣議決定「神宮関係建設整備事業中止の件」
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中
止
さ
れ
ま
し
た
（
そ
の
た
め
の
国
費
工
事
を
中
止
し
た
）。

　

式
年
遷
宮
は
、
四
年
後
れ
で
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）
に

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
後
陽
成
天
皇
の
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
以

来
、
西
暦
だ
と
「
九
」
の
年
に
行
わ
れ
て
き
た
式
年
遷
宮
は
、
こ
れ

以
降
「
三
」
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
二
〇
三
三
年
で
す
。

昭
和
二
一
年
の
「
経
済
危
機
緊
急
対
策
」
─
再
統
制
・

預
金
封
鎖
・
・
・

　

主
要
食
糧
が
公
定
価
格
の
約
五
〇
倍
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
な
け
れ

ば
確
実
に
栄
養
失
調
に
陥
る
と
い
う
状
況
で
す
。
イ
ン
フ
レ
が
起
こ

⑥内閣官房総務課長名で遺されている「幣
原内閣閣議書類」。この時期の内閣官房総務
課長は佐

さ

藤
とう

朝
と も お

生さん。憲法立案にも関わり、
後に総理府総務副長官。国立公文書館に「佐
藤朝生文書」が寄贈されています。

⑦昭和二一年一月八日閣議決定「経済危機緊急対策に関する件」（これは「公文類聚」
より）。右下の書き込みのほか、「一月三十一日」を「一定の期日に於て」と修正す
るなどその場の雰囲気がよく見えますね。



— 43 —

アジア時報

り
、
さ
ら
に
多
く
の
国
民
が
困
窮
に
瀕
し
て
い
る

─
昭
和
二
〇
年

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
よ
う
や
く
中
央
官
庁
の
中
で
経
済
危
機
へ
の

対
処
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
一
年
の
年
初
に
は
、
幣

原
内
閣
の
閣
議
で
「
経
済
危
機
緊
急
対
策
」
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
の
閣
議
資
料
を
編
綴
し
た
⑥
な
ど
か
ら
昭
和
二
一
年
春
の
動

き
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

二
一
年
一
月
八
日
の
⑦
「
経
済
危
機
緊
急
対
策
に
関
す
る
件
」
は
、

閣
議
資
料
の
右
下
に
書
き
込
み
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
日
は
、「
但

し
食
糧
対
策
の
部
分
の
み
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
次
の
ペ
ー

ジ
の
「
四
」
を
右
側
に
切
り
出
し
て
み
ま
し
た
が
、「
生
鮮
食
糧
品
」

で
あ
る
魚
・
野
菜
を
再
統
制
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
食

糧
対
策
部
分
」
以
外
で
、
こ
の
日
決
定
が
見
送
ら
れ
た
の
は
主
と
し

て
「
通
貨
対
策
」
で
す
。

　

決
め
残
し
た
通
貨
対
策
の
一
環
で
あ
る
「
金
融
緊
急
措
置
令
」
は

⑧
左
に
あ
る
よ
う
に
、
一
月
半
ば
か
ら
閣
議
で
検
討
さ
れ
は
じ
め
ま

す
。
第
一
条
に
「
金
融
機
関
は
本
令
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
預
金

そ
の
他
之こ
れ

に
準
ず
る
債
務
に
し
て
命
令
を
以
て
定
む
る
も
の
に
付つ
き

、

命
令
を
以
て
定
む
る
日
迄ま
で

其
の
元
本
の
支
払
を
為
す
こ
と
を
得
ず
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
預
金
者
が
自
分
の
預
金
を
引
き
出
そ
う
と
し

て
も
銀
行
は
断
れ
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
今
思
う
と
す
ご
い
こ
と
で

す
。
右
は
二
月
一
四
日
閣
議
に
か
け
ら
れ
た
最
終
案
。
支
払
っ
て
は

い
け
な
い
預
金
の
こ
と
を
「
封
鎖
預
金
」
と
い
う
読
み
替
え
規
定
を

置
く
な
ど
の
修
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
措
置
令
は
、
二
月
一
七

⑧昭和二一年一月一八日閣議付議「金融緊急措置令」。右は同年二月一四日閣議決定案。
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日
に
公
布
、
即
日
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

並
行
し
て
、
大
蔵
省
か
ら
新
た
な
統
制
価
格
と
基
準
賃
金
を
決
め

る
方
針
が
閣
議
に
附
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
⑨
は
そ
の
関
係
資
料
で
す

が
、
コ
メ
は
統
制
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
一
石
あ
た
り
消

費
者
二
五
〇
円
、
生
産
者
三
〇
〇
円
で
す
。
基
準
賃
金
は
月
給
五
〇

〇
円
。
こ
れ
に
は
家
族
手
当
を
含
む
、
最
低
賃
金
は
日
当
「
一
四
円

程
度
」
と
読
め
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
家
族
手
当
は
含
ま
な
い
、
と
い

う
メ
モ
が
あ
り
ま
す
。
備
考
を
見
る
と
、
生
鮮
食
料
品
は
現
行
自
由

価
格
の
三
分
の
一
乃
至
五
分
の
一
に
引
き
下
ぐ
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
後
に
「
石
炭
の
生
産
者
価
格
は
今
後
の
」
ま
で
あ
っ
て

そ
こ
か
ら
先
は
引
き
ち
ぎ
れ
て
し
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

二
月
一
五
日
閣
議
で
は
、
こ
れ
ら
通
貨
対
策
や
物
資
統
制
を
含
む

経
済
緊
急
対
策
に
つ
い
て
の
最
終
調
整
が
行
わ
れ
、
同
日
、
国
民
に

説
明
す
る
た
め
の
⑩
「
内
閣
総
理
大
臣
談
」
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
側
一
行
目
、「
而
し
て
通
貨
の
過
大
な
る
膨
張
に
対
し
て
は
、
非

常
の
手
段
に
依
っ
て
当
分
の
間
之こ
れ

を
封
鎖
し
」
と
あ
り
ま
す
が
、

「
之こ
れ

」
の
中
身
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
民
に
わ
か
っ
た
の
か

ど
う
か
。
こ
の
「
総
理
談
」
は
、
二
月
一
六
日
に
公
表
、
関
係
勅
令

⑨昭和二一年二月一五日閣議資料「基準
価格及賃金一覧表」。

⑩昭和二一年二月一五日閣議付議「経済危機緊急対策に関
する内閣総理大臣談」。
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は
一
七
日
公
布
、
即
日
施
行
さ
れ
、
預
金
封
鎖
、
新
円
切
り
替
え
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
七
日
が
日
曜
日
だ
と
い
う
の
が
、
な
ん
だ

か
憎
々
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。

　

一
七
日
の
日
曜
日
付
け
で
官
報
号
外
ま
で
出
し
て
い
ま
す
（
⑪
）。

新
し
い
百
円
札
・
十
円
札
の
図
柄
も
告
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

官
報
に
つ
い
て
は
、
今
年
（
二
〇
二
五
年
）
か
ら
電
子
化
さ
れ
、
一

定
期
間
の
掲
示
の
後
、
国
立
公
文
書
館
に
移
管
、
永
久
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、従
前
は
「
一
般
に
頒
布
さ
れ
て
い
る
も
の
」

と
し
て
公
文
書
館
へ
の
移
管
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

体
系
的
な
保
存
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
資
料
は
、
昭
和
二
一

年
二
月
二
五
・
二
六
日
の
地
方
官
会
議
に
配
布
さ
れ
た
資
料
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

三
月
三
日
か
ら
は
旧
円
の
流
通
が
停
止
さ
れ
、
合
わ
せ
て
同
日
、

物
価
統
制
令
が
公
布
、
新
物
価
体
系
が
公
に
さ
れ
ま
す
。

　

統
制
価
格
表
⑫
は
5
ペ
ー
ジ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の

一
枚
目
。
例
え
ば
、
す
で
に
指
定
さ
れ
て
い
る
コ
メ
（
一
番
右
）
の

消
費
者
価
格
は
一
石
二
八
六
円
余
。
③
で
統
制
が
撤
廃
さ
れ
、
改
め

て
指
定
さ
れ
た
鮮
魚
は
、
左
か
ら
四
番
目
の
サ
バ
一
貫
の
八
五
円
な

の
を
「
二
四
円
」
に
し
ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
統
制
価
格
で
し
か
な

い
。
配
給
制
度
に
基
づ
い
て
、
食
糧
や
酒
類
、
衣
料
な
ど
、
配
給
公

団
が
買
取
、
保
管
、
卸
を
行
い
、
小
売
り
か
ら
配
給
切
符
と
交
換
で

物
を
買
う
（
小
売
り
は
配
給
切
符
を
戻
す
こ
と
で
卸
し
売
り
を
受
け

ら
れ
る
）
わ
け
で
す
が
、
実
勢
値
段
は
統
制
価
格
の
数
倍
な
の
で
す

⑪昭和二一年二月一七日付官報号外（抜粋）。
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か
ら
、
生
産
者
は
で
き
る
だ
け
そ
ち
ら
で
売
り
た
が
る
に
決
ま
っ
て

い
る
。
統
制
価
格
で
手
に
入
る
物
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
手
に
入
れ

る
た
め
に
は
、
本
来
の
流
通
過
程
か
ら
外
れ
た
ヤ
ミ
販
売
品
を
買
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑨
で
「
賃
金　

五
百
円
」
と
あ
っ
た
と
お
り
、

国
家
公
務
員
の
給
与
ベ
ー
ス
（
平
均
、
で
は
な
い
で
す
）
は
、
統
制

価
格
を
も
と
に
し
て
計
算
さ
れ
た
月
五
百
円
。
当
時
、
エ
ン
ゲ
ル
係

数
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
乏
し
き
を
分
か
ち
・
・
・
」

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
五
月
一
九
日
、
食
糧
メ
ー
デ
ー
（
飯
米
獲

得
人
民
大
会
）
が
皇
居
前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

国
体
は
ゴ
ジ
さ
れ
た
ぞ　

朕
は
タ
ラ
フ
ク
食
っ
て
る
ぞ　

ナ
ン
ジ

人
民
飢
え
て
死
ね　

ギ
ョ
メ
イ
ギ
ョ
ジ

　

の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
不
敬
罪
に
当
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
「
プ
ラ

カ
ー
ド
事
件
」
が
起
こ
っ
た
と
き
で
す
。
昭
和
天
皇
が
そ
ん
な
こ
と

思
っ
て
る
は
ず
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、と
い
う
理
性
的
判
断
と
は
別
に
、

そ
の
後
の
日
本
に
こ
れ
だ
け
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
現
れ
て
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
嘆
し
ま
す
。
平
仮
名
と
片
仮
名
の
配
分
を
含
め
、

実
に
名
作
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
デ
モ
隊
の
一
部
は
宮
城
内
に
入
り
こ
み
、
昭
和
天
皇
に

上
奏
し
よ
う
す
る
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
昭
和
天
皇
は
五

月
二
四
日
に
ラ
ジ
オ
で
お
こ
と
ば
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
点

で
は
日
本
国
憲
法
が
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
昭
和
天
皇
は
内
閣

⑫昭和二一年三月一日閣議付議資料「主要物資新統制価格表（案）」
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の
助
言
と
承
認
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
自
分
の
責
任
で
、
訥
々
と
「
乏
し
き
を
分
か
ち
、
苦
し
み
を

と
も
に
す
る
」
よ
う
国
民
に
訴
え
て
い
ま
す
（
⑬
左
下
）。
こ
れ
は

宮
内
庁
の
H
P
で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
宮
内
公
文
書
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
、
⑬
の
記
事
と
当
日
の
陛
下
の
御
写
真
と
が
掲

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
一
二
日
、
既
に
三
月
に
設
置
方
針
と
な
り
、
五
月
に
G
H
Q

か
ら
了
解
さ
れ
て
い
た
経
済
安
定
本
部
が
よ
う
や
く
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

プ
ラ
カ
ー
ド
で
は
な
い

本
物
の
御
名
御
璽
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
⑭
）。
経
済

安
定
本
部
（
以
下
「
安
本
」

と
い
い
ま
す
。「
あ
ん
ぽ

ん
」
と
読
ん
だ
よ
う
で

す
。）
の
総
裁
は
総
理
（
こ

の
時
吉
田
茂
）
の
兼
任
、

そ
の
下
に
閣
僚
で
あ
る
総

務
長
官
が
置
か
れ
ま
す
。

初
代
の
長
官
は
膳ぜ
ん
け
い
の

桂
之
助す
け

国
務
大
臣
。
膳
大
臣
は
元

農
商
務
官
僚
、
若
く
し
て

財
界
に
転
じ
、
貴
族
院
議

⑬宮内庁宮内公文書館「昭和二四年五月二四日　食糧に際しての陛下の御放送写真」
添付資料。

⑭昭和二一年八月一二日勅令三八〇号「経済安定本
部令」公布の御署名原本。
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員
か
ら
吉
田
総
理
に
請
わ
れ
て
経
済
対
策
を
担
当
し
ま
し
た
。
日
本

国
憲
法
の
公
布
決
裁
に
も
署
名
し
て
い
ま
す
。
憲
法
制
定
後
の
参
議

院
議
員
選
挙
に
無
所
属
で
出
馬
し
ま
す
が
、
選
挙
後
に
公
職
追
放
処

分
。

　

一
〇
月
に
は
臨
時
物
資
需
給
調
整
法
が
公
布
施
行
さ
れ
、
不
正
保

有
物
資
の
買
上
げ
販
売
や
生
産
用
物
資
の
配
給
統
制
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
復
員
・
引
揚
に
よ
る
人
口
増
、
凶
作
や
保
管
原
資

の
使
い
尽
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
経

済
状
態
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。

鉄
と
石
炭

　

吉
田
総
理
（
安
本
総
裁
）
は
、
こ
の
時
期
、
膳
長
官
ら
よ
り
有あ
り

沢さ
わ

広ひ
ろ

已み

さ
ん
ら
経
済
学
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
彼
ら

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
の
が
、⑮
の
「
傾
斜
生
産
方
式
」

と
言
わ
れ
る
経
済
施
策
で
す
。
敗
戦
後
一
年
余
を
経
て
よ
う
や
く
生

産
の
た
め
の
政
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
傾
斜
生
産
方
式
」
と
は
、
生
産
用
資
材
を
ま
ん
べ
ん
な
く
利
用

す
る
の
で
は
な
く
、
石
炭
生
産
と
鉄
鋼
に
集
中
さ
せ
る
、
鉄
鋼
も
石

炭
生
産
の
た
め
に
使
う
、
と
い
う
政
策
で
、
有
沢
教
授
ら
は
、
こ
れ

に
よ
っ
て
当
時
と
し
て
は
た
い
へ
ん
野
心
的
な
案
で
あ
っ
た
年
間
三

〇
〇
〇
万
ト
ン
の
石
炭
生
産
が
可
能
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

翌
二
二
年
二
月
に
は
、
い
わ
ゆ
る
二
一
ゼ
ネ
ス
ト
が
予
定
さ
れ
ま

し
た
が
中
止
。
そ
ん
な
中
、
三
月
二
二
日
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令

官
か
ら
吉
田
茂
あ
て
に
書
簡
⑯
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
経
済
状
況
と
社
会
不
安
を
前
提
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
書

簡
は
、
右
端
か
ら
二
行
目
に
「
経
済
安
定
本
部
に
拠
っ
て
」
強
力
な

経
済
金
融
統
制
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
当
時
、
外
務
省
か
ら
連
合
軍
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
経
済
学
者
の

⑮昭和二一年一二月二四日、閣議に附議された「傾斜生産」方
針を含む「昭和二十一年第四四半期基礎物資需給計画要領案」。
その場で成案となったためでしょう、右端の「閣議終了後御返
却相成度」の文字が消されています。右ページの左から二行目
「国内施策の一切を石炭の増産に集中する。」とあります。
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都つ

る留
重し
げ
と人
さ
ん
が
原
案
を
書
い
た
ん
だ
そ
う
で
す
（
本
人
談
）。

　

吉
田
総
理
は
、
こ
の
書
簡
を
受
け
て
、
安
本
（
こ
の
と
き
は
膳
長

官
か
ら
石い
し
ば
し橋

湛た
ん
ざ
ん山

大
蔵
大
臣
の
兼
務
を
経
て
高た
か
せ瀬

荘そ
う

太た
ろ
う郎

長
官
）
の

強
化
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

経
済
安
定
本
部
は
、
五
月
一
日
以
降
、
⑰
の
左
端
に
規
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
四
人
の
副
長
官
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
部
制
を
や
め
て
局
制
を
採
る
こ
と
、
地
方
局
の
設

⑯三月二十二日　マッカーサー、吉田茂あて書簡（三月二七日閣議付議「声明案」
添付資料）。

⑰昭和二一年五月一日勅令一九三号「経済安定本部令
改正」。
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置
、
さ
ら
に
経
済
に
関
す
る
司
法
警
察
権
や
公
共
事
業
に
関
す
る
予

算
査
定
権
ま
で
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
間
に
、
四

月
二
五
日
に
衆
議
院
総
選
挙
が
あ
り
、
こ
の
選
挙
で
吉
田
自
由
党
は

第
一
党
の
地
位
を
失
い
、
替
わ
っ
て
第
一
党
と
な
っ
た
の
は
、
片か
た
や
ま山

哲て
つ

を
委
員
長
と
す
る
社
会
党
で
し
た
。
五
月
二
〇
日
に
吉
田
内
閣
総

辞
職
、
二
四
日
、
片
山
内
閣
が
成
立
し
ま
す
。
安
本
の
強
化
は
、
こ

の
片
山
内
閣
で
実
質
的
に
は
行
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
に
当
た
っ
て
は
、

吉
田
前
総
理
か
ら
、
幹
部
の
人
選
を
含
め
た
助
言
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
五
月
三
日
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
憲
法
の
施
行
式
典
、
吉
田
総
理
は
選
挙
に
敗
北
し
た
後
の
連

立
工
作
（
結
局
連
立
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
）
の
中
で
や
っ
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
後
述
『
幻
の
花
』
等
）

「
和
田
安
本
」
の
面
々

　

強
化
さ
れ
た
片
山
政
権
で
の
経
済
安
定
本
部
の
大
臣
職
・
総
務
長

官
は
和わ

だ田
博ひ
ろ

雄お

さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
有
沢
広
已
さ
ん
が

請
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
固
辞
さ
れ
た
た
め
、
吉
田
茂
さ
ん
が

強
く
推
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
和
田
さ
ん（
吉
田
内
閣
の
農
林
大
臣
）

に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

和
田
さ
ん
に
は
、
農
林
省
の
後
輩
に
あ
た
る
大
竹
啓
介
さ
ん
と
い

う
方
の
『
幻
の
花　

和
田
博
雄
の
生
涯
』（
昭
和
五
六
年
楽
游
書
房
）

と
い
う
詳
細
な
伝
記
が
あ
り
ま
す
。
大
竹
さ
ん
は
、

　

戦
後
政
治
史
に
お
い
て
和
田
氏
と
池
田
勇
人
氏
は
「
恰
好
の
ラ
イ

バ
ル
」
だ
っ
た
。

　

と
評
し
て
い
ま
す
が
、
農
林
官
僚
と
大
蔵
官
僚
、
ど
ち
ら
も
吉
田

茂
の
政
治
的
弟
子
で
、
性
格
も
政
治
思
想
も
水
と
油
、
や
が
て
そ
れ

ぞ
れ
日
本
社
会
党
と
自
由
民
主
党
に
属
し
て
政
策
論
で
火
花
を
散
ら

⑱昭和一六年四月七日、石
いし

黒
ぐろ

忠
ただ

篤
あつ

農林大臣から近衛文麿総理
に、和田博雄について休職措置の認可を請う文書。この翌四
月八日検挙されることから、その前日付けで休職措置を取っ
たものです。石黒大臣は農林省の後輩である和田の逮捕に怒
り、数か月後に辞職、その後も和田の保釈に向けて活動した
といわれます（『幻の花』による）。
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す
こ
と
に
な
る
点
な
ど
、た
い
へ
ん
お
も
し
ろ
い
対
比
で
す
。
た
だ
、

こ
の
二
人
の
伝
記
を
読
む
と
、
確
実
に
共
通
し
て
い
る
一
点
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
無
類
の
仕
事
好
き
だ
と
い
う
点
で
す
。

　

片
山
内
閣
は
和
田
さ
ん
と
安
本
で
も
っ
て
い
た
ん
で
す
。
和
田
安

本
が
事
実
上
党
の
政
調
の
代
わ
り
も
つ
と
め
、
片
山
内
閣
の
政
策
を

生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
ね
エ
。（『
幻
の
花
』
所
収
の
佐
多
忠
隆

氏
直
話
）

　

と
い
わ
れ
、
閣
議
に
は
い
つ
も
安
本
提
出
の
プ
リ
ン
ト
が
山
の
よ

う
に
積
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
閣
議
に
は
、
当
時

ま
だ
大
蔵
次
官
だ
っ
た
池
田
氏
が
陪
席
し
て
い
た（
都
留
氏
の
証
言
）

そ
う
で
す
か
ら
、
池
田
さ
ん
は
和
田
さ
ん
の
説
明
を
片
隅
で
聞
い
て

い
た
と
い
う
構
図
で
す
。

　

和
田
博
雄
さ
ん
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
生
ま
れ
、
岡
山

の
六
高
、
東
京
帝
大
を
経
て
大
正
一
四
年
、
農
林
省
へ
。
統
制
経
済

派
の
い
わ
ゆ
る
「
革
新
官
僚
」
と
し
て
企
画
院
に
出
向
中
、
昭
和
一

六
年
に
治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
（「
企
画
院
事
件
」）
さ
れ
（
⑱
）、

三
年
間
の
拘
禁
を
経
て
昭
和
二
〇
年
に
無
罪
確
定
、
農
林
省
に
復
帰

後
、
第
一
次
吉
田
内
閣
で
農
林
大
臣
と
な
り
、
農
地
改
革
を
遂
行
し

ま
し
た
。
そ
の
実
務
能
力
は
折
り
紙
つ
き
で
す
が
、
こ
の
年
ま
だ
四

四
歳
で
す
。

「
戦
後
経
済
政
策
資
料
」

　

内
閣
府
（
旧
経
済
企
画
庁
）
が
保
存
し
て
き
た
「
戦
後
経
済
政
策

資
料
」
は
、
こ
の
経

済
安
定
本
部
で
の
内

部
議
論
や
立
案
資
料

を
中
心
に
、
戦
後
の

計
画
関
係
資
料
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
平

成
六
年
か
ら
総
合
研

究
開
発
機
構
の
研
究

会
が
整
理
、
分
析
、

解
説
付
き
で
公
刊
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の

原
本
は
現
在
国
立
公

文
書
館
に
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
体
で

一
〇
〇
〇
冊
以
上
、二
五
万
ペ
ー
ジ
と
い
わ
れ
る
膨
大
な
資
料
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
わ
た
し
に
経
済
政
策
の
分
析
を
す
る
能
力
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
公
文
書
館
に
あ
る
。
し
か
も
全
面
公
開
で
見
て
も
い
い
、

と
い
う
の
だ
か
ら
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
資
料
群
は
、
運
輸
・
通
信
、
海
外
経
済
、
経
済
一
般
・
経
済

政
策
、
経
済
計
画
、
経
済
統
制
、
建
設
、
財
政
金
融
、
産
業
、
農
林

水
産
、
物
価
、
労
働
、
海
外
主
要
統
計
、
資
源
調
査
会
、
都
留
重
人

作
成
新
聞
切
り
抜
き
、
英
文
戦
後
資
料
、
そ
の
他
各
件
、
そ
れ
ぞ
れ

数
冊
か
ら
百
冊
以
上
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

⑲戦後経済政策資料の一部。（筆者撮影）
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デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず

五
冊
地
下
書
庫
か
ら
持
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
写
真
で
見
る
よ

う
な
分
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
は
綴
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
時
に
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
て
、
一
冊
づ

つ
箱
に
入
れ
ら
れ
た
状
態
。

　

例
え
ば
「
経
済
一
般
・
経
済
政
策
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
は
、
経
済

審
議
庁
時
代
ま
で
含
め
て
一
四
〇
冊
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
何
の
気
な
し
に
目
の
前
に
開
い
た
文
書
は
、
官
房
調
査
課
関

連
資
料
で
す
が
、調
査
課
長
の
大お
お

来き
た

佐さ

武ぶ

郎ろ
う

さ
ん（
当
時
三
三
歳
）が
、

東
京
大
学
助
教
授
の
丹た
ん

下げ

健け
ん

三ぞ
う

（
当
時
三
四
歳
）
ら
か
ら
、
統
制
下

で
の
建
築
設
計
の
実
情
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
記
録
で

す
。
後
の
外
務
大
臣
と
文
化
勲
章
受
章
者
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
鞘
当

て
し
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

緊
急
経
済
対
策
を
公
表
す
る

　

和
田
博
雄
さ
ん
が
安
本
の
長
官
に
な
っ
た
の
は
六
月
一
日
で
す
。

ま
だ
職
員
が
す
べ
て
埋
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部
内
の

総
合
調
整
委
員
会
副
委
員
長
と
い
う
職
名
で
都つ

る留
重し
げ
と人

さ
ん
（
後
の

一
橋
大
学
学
長
）、
官
房
長
の
山や
ま
も
と本
高た
か
ゆ
き行
さ
ん
（
後
の
通
産
次
官
）、

同
次
長
の
稲い
な
ば葉
秀ひ
で

三ぞ
う

さ
ん
（
後
の
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
長
。
以
上
三
人

を
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
安
本
の
三
羽
烏
」
と
い
っ
た
そ
う
で
す
）、
次

官
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
第
一
副
長
官
の
永な
が
の野
重し
げ
お雄
さ
ん
（
後
の

新
日
鉄
会
長
）、
あ
る
い
は
徳と
く
な
が永
久ひ
さ
つ
ぐ次
企
画
課
長
（
後
に
経
済
企
画

⑳昭和二一年六月一〇日閣議決定「緊急経済対策」。公文類聚より。下段右端が
和田長官。
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事
務
次
官
、
通
産
事
務
次
官
を
歴
任
）、
大お
お

来き
た

佐さ

武ぶ

郎ろ
う

調
査
課
長
（
既

出
）
な
ど
、
有
能
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
富
む
面
々
が
そ
ろ
っ
て
い

き
ま
す
。

　

彼
ら
の
仕
事
を
い
く
つ
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
緊
急
経
済
対
策
」
⑳
は
、「
国
家
財
政
は
赤
字
を
つ
づ
け
、
重
要

企
業
も
赤
字
に
な
や
み
、
国
民
の
家
計
も
ま
た
赤
字
に
苦
し
ん
で
い

る
の
が
わ
が
国
経
済
の
現
状
で
あ
る
。」
と
い
う
印
象
的
な
フ
レ
ー

ズ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
広
範
な
内
容
の
対
策
で
す
が
、
こ
れ
を
就
任

後
わ
ず
か
十
日
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
国
会
で
は
、
こ
の
閣
議
決
定
を
踏
ま
え
て
和
田
長
官
か
ら

国
会
報
告
を
し
ま
す
が
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
後
の
歴
代
経
済

企
画
庁
長
官
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
で
も
、
内
閣
府
の
経
済
政
策
担

当
特
命
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
施
政
方
針
演
説
の
後
、
外
務
大

臣
や
大
蔵
大
臣
と
と
も
に
国
会
で
所
信
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
経
済
白
書
」
を
公
表
す
る

　

最
初
の
経
済
白
書
と
し
て
「
経
済
実
相
報
告
書
」（
公
表
は
七
月

四
日
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
㉑
は
表
紙
と
冒
頭
で
す
。
最
末

尾
の
一
文
に
あ
る

　
（
国
民
に
と
っ
て
）
一
時
的
な
耐
乏
も
自
ら
の
た
め
の
も
の
と
し

て
、自
ら
が
自
ら
に
課
す
る
と
こ
ろ
の
過
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

は
、
よ
く
考
え
る
と
昭
和
天
皇
の
お
こ
と
ば
と
同
じ
こ
と
に
な
り

㉑昭和二一年七月三日閣議に報告。その後、国会にも参考配布されています。
閣議了解の後国会報告、という現在も続く政府白書の「典型」を作りました。
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ま
す
が
、
実
質
的
に
こ
れ
を
取
り
ま
と
め
た
都
留
重
人
さ
ん
に
よ
れ

ば
、「
階
級
闘
争
を
否
定
し
、
被
抑
圧
階
級
に
耐
乏
を
強
制
す
る
も

の
だ
」
と
批
判
の
的
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

当
時
官
房
調
査
課
長
の
大
来
佐
武
郎
さ
ん
は
、
や
が
て
第
二
回
以

降
の
「
経
済
白
書
」
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

　
（
原
案
を
部
内
で
）都
留
さ
ん
が
説
明
し
て
い
る
中
で
、「
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
下
に
掃
き
寄
せ
る
」
と
い
う
こ
と
が
最
初
の
表
現
に
あ
っ
た
ん

だ
な
。
そ
し
た
ら
、
安
田
さ
ん
（
善
一
郎
、
民
生
課
長
）
が
、
こ
れ

は
日
本
の
庶
民
に
は
分
か
ら
ん
と
い
う
こ
と
で
、
何
か
書
き
直
し

た
・
・
・（
福
井
注
：
「
机
の
下
に
掃
き
い
れ
た
」
に
な
っ
て
い
ま

す
）。・
・
・
都
留
さ
ん
が
忙
し
く
英
訳
し
た
や
つ
を
整
理
し
て
い
る

情
景
は
記
憶
が
あ
る
な
。あ
れ
は
総
論
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
、

各
論
ま
で
は
司
令
部
に
持
っ
て
い
か
な
い
。

　

と
言
っ
て
ま
す
。
都
留
さ
ん
の
方
は
、
自
伝
で

　

六
本
木
三
丁
目
に
あ
っ
た
安
本
長
官
の
官
邸
を
本
部
と
し
て
、
そ

の
日
は
徹
夜
を
覚
悟
で
全
文
英
訳
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
の
で
あ

る
。
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ
の
友
人
が
届
け
て
く
れ
て
い
た
粉
コ
ー

ヒ
ー
を
、
私
は
我
が
家
か
ら
全
部
持
ち
出
し
て
、・
・
・
夜
明
け
ま

で
に
全
文
の
英
訳
タ
イ
プ
を
完
成
し
た
・
・
・

　

と
言
っ
て
ま
す
。本
人
の
言
っ
て
る
方
が
正
し
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

全
文
英
訳
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
雰
囲
気
の
中
作
ら
れ
た

白
書
で
す
が
、
総
司
令
部
は
、
英
訳
を
持
ち
込
む
と
、
即
座
に
オ
ー

ケ
ー
を
く
れ
た
と
の
こ
と
。

新
物
価
体
系
公
表
、
料
飲
店
の
営
業
停
止
！

　

七
月
五
日
に
は
、
新
物
価
体
系
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

㉒
で
は
、
コ
メ
消
費
者
価
格
が
一
〇
キ
ロ
九
九
円
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
石
一
四
八
五
円
。
⑫
と
比
べ
る
と
五
倍
で
す
。
二
年
前
と
比

㉒昭和二二年七月四日閣議（「実相」公表と同日です）にかけ
られた「新価格体系の一環としての第一次価格改定要綱案」。
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べ
る
と
一
六
倍
。

　

ま
た
、
七
月
五
日
「
外
食
営
業
緊
急
措
置
令
」
㉓
を
出
し
て
、
外

食
券
食
堂
な
ど
を
除
き
、
全
国
的
に
料
理
飲
食
店
の
営
業
を
停
止
し

ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
細
か
い
ん
で
す
が
、
元
役
人
的
に
気
に
な
っ
た
の
で
少

し
追
及
し
ま
す
。
㉓
は
「
公
文
類
聚
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
閣
議
決

定
の
「
保
存
版
」
で
す
が
、
第
三
条
の
貼
り
付
け
が
「
受
け
て
」
か

ら
始
ま
っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
（
こ
の
貼
り

付
け
ら
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
仮
に
「
ウ
案
」
と
し
ま
す
）。
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
が
、
も
と
の
罫
紙
が
薄
紙
を
使
っ

て
い
る
の
で
、紙
の
裏
側
（
紙
背
）
に
文
字
が
映
っ
て
い
る
は
ず
・・・
。

次
の
ペ
ー
ジ
（
㉓
の
2
）
を
見
る
と
、

　

第
三
条
の
一
行
目
は
、
も
と
も
と

　

外
食
券
食
堂
、
旅
館
及
び
喫
茶
店
の
営
業
に
つ
き
、
主
務
大
臣
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
・
・
・

　

と
な
っ
て
い
た
（「
ア
案
」
と
し
ま
す
）
と
こ
ろ
を
、
ま
ず
、
㉓

の
2
で
は
逆
さ
に
読
め
る
手
書
き
修
正
で
、

　

外
食
券
食
堂
、
旅
館
、
喫
茶
店
そ
の
他
主
務
大
臣
の
定
め
る
営
業

に
つ
き
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
・
・
・

　

に
修
正
し
た
よ
う
で
す
。（
こ
れ
を
「
イ
案
」
と
し
ま
す
。）

　

そ
の
後
、
さ
ら
に
上
か
ら
紙
を
貼
り
付
け
て
、（「
ウ
案
」
で
す
）

　

・
・
・
受
け
て
主
務
大
臣
の
定
め
る
営
業
に
つ
き
、
経
済
安
定
本

部
総
務
長
官
の
承
認
を
受
け
て
主
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

㉓の 2　㉓左ページの紙背。

㉓六月二八日「飲食営業緊急措置令」閣議決定。
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と
修
正
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、「
保
存
版
」
の
く
せ
に
、
ど
う
し
て
も
「
受
け
て
」
の

前
が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
終
的
に
七
月
一
日
に
公
布
さ
れ
た
御

署
名
原
本
を
見
て
み
ま
す
。

　

む
む
！　

御
署
名
原
本
に
も
ひ
げ
の
書
き
込
み
が
あ
り
ま
す
。
最

後
か
ら
二
行
目
の
方
は
こ
の
際
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
条
の
規

定
、
修
正
後
は
、

　

外
食
券
食
堂
、
旅
館
、
喫
茶
店
そ
の
他
経
済
安
定
本
部
総
務
長
官

の
承
認
を
受
け
て
主
務
大
臣
の
定
め
る
営
業
に
つ
き
、
経
済
安
定
本

部
総
務
長
官
の
承
認
を
受
け
て
主
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
・
・
・

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
や
っ
と
「
ウ
案
」
の
「
受
け
て
」
の

対
象
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
欲
し
い
の
で
す
が
、「
御
署
名
原
本
」
は
天
皇

陛
下
が
御
名
を
書
か
れ
て
御
璽
を
押
す
ほ
ん
と
の
日
本
国
の
「
最
終

版
」
で
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
ヒ
ゲ
の
入
っ
た
も
の
は
平
時
に
は
ま
ず

見
ら
れ
な
い
の
で
、
比
較
し
て
み
る
と
、
も
と
も
と
㉓
の
2
の
「
イ

案
」
と
し
た
も
の
（
最
初
の
手
書
き
修
正
）
が
、
ど
う
や
ら
御
署
名

原
本
の
「
原
文
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
に
「
経
済
安
定
本

部
総
務
長
官
」の
権
限
を
二
重
に
書
き
加
え
た
も
の
が
お
そ
ら
く「
ウ

案
」
で
あ
り
、
御
署
名
原
本
の
修
正
後
の
条
文
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。「
ア
案
」
と
同
じ
な
ら
、
タ
イ
プ
印
刷
を
節
約
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
す
が
、「
イ
案
」
で
一
度
閣
議
了
承
に
な
っ
て
タ
イ

㉔昭和二二年七月一日「飲食営業緊急措置令」公布・御署名原本
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プ
で
打
ち
直
し
た
も
の
を
も
と
に
、
も
う
一
度
閣
議
資
料
と
御
署
名

原
本
を
直
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
う
ー
ん
、
公
布

直
前
に
安
本
の
権
限
を
強
化
し
た
の
か
・
・
・
と
い
ろ
い
ろ
想
像
が

膨
ら
み
ま
す
が
、
本
来
、
こ
ん
な
想
像
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
原
本

に
手
を
入
れ
た
段
階
を
明
記
し
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ

で
は
陛
下
に
御
名
を
い
た
だ
い
た
後
に
修
正
し
た
の
で
は
？
と
い
う

疑
い
さ
え
沸
い
て
き
ま
す
。

　

と
、
役
人
根
性
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
同

令
は
日
本
国
憲
法
下
の
「
政
令
」
で
す
が
、
昭
和
二
〇
年
九
月
二
〇

日
勅
令
五
四
号
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
伴
い
発
す
る
命
令
に
関

す
る
件
」
に
基
づ
い
て
、
法
律
の
委
任
無
し
に
業
務
を
禁
止
し
、
違

反
者
へ
の
罰
則
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
長
官
秘
書
官
勝
間
田
清
一
さ
ん
（
後
の
衆
議
院
副
議
長
）

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
措
置
令
に
は
反
対
が
強
く
、

　
「
安
本
の
屋
上
か
ら
下
ま
で
、
廊
下
に
は
全
部
カ
フ
ェ
ー
や
バ
ー

の
女
給
さ
ん
達
に
坐
り
込
ま
れ
た
ん
で
す
か
ら
・
・
・
私
は
秘
書
官

だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、「
お
前
が
相
手
を
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
毎

日
女
給
さ
ん
達
と
の
相
手
役
を
や
り
ま
し
た
で
す
ね
。」（「
経
済
企

画
庁
三
十
年
史
」
所
収
）

　

そ
う
で
す
。
ど
う
や
っ
て
手
を
打
っ
た
の
か
は
こ
の
回
想
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
外
食
型
人
間
と
し
て
は
、
外
食
食
堂
券
が
気
に
な
り
ま
す
。

昭
和
二
六
年
の
例
で
す
が
、
農
林
省
文
書
の
中
に
見
本
が
あ
り
ま
し

㉕昭和二六年一二月二〇日付け「外食券の様式変更に関する件」（食糧庁企画
課の食管法規則綴りから）。一二月二八日に官報告示。途中の告示案文は中略
してしまいました。
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た
。

　

㉕
の
注
意
書
き
を
見
る
と
、「
本
券
に
は
「
透
か
し
」
が
入
っ
て

い
る
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」（
三
）
と
か
「
他
人
に
譲
渡
し
た

り
他
人
か
ら
譲
渡
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」（
五
）
と
か
、
さ
す
が

に
戦
後
も
昭
和
二
六
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
丁
寧
な
言
葉
で
注
意
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

和
田
安
本
の
成
果

　

こ
の
ほ
か
、
過
度
集
中
力
の
排
除
方
針
の
立
案
、
輸
出
入
回
転
資

金
制
度
の
導
入
、
石
炭
国
営
化
問
題
の
整
理
、
為
替
レ
ー
ト
の
折
衝

な
ど
、
実
質
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
の
間
に
戦
後
日
本
の
経
済
政
策
の
ほ

と
ん
ど
を
軌
道
に
乗
せ
た
「
和
田
安
本
」
は
二
二
年
一
〇
月
に
は
、

一
部
の
公
定
価
格
の
廃
止
に
も
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

翌
二
三
年
三
月
の
片
山
内
閣
の
退
陣
に
よ
り
和
田
長
官
も
辞
職
、

一
緒
に
任
命
さ
れ
た
三
羽
烏
を
は
じ
め
と
す
る
面
々
も
、
順
次
離
職

し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
年
に
は
、
海
外
か
ら
の
援
助
に
加
え
、

和
田
長
官
が
農
林
大
臣
時
代
に
遂
行
し
た
農
地
改
革
の
成
果
な
ど
も

あ
っ
て
、
食
糧
不
足
に
目
鼻
が
つ
き
、
日
本
経
済
は
徐
々
に
平
常
化

し
は
じ
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
歴
史
を
駆
け
足
で
見
て
い
く
と
、
二
四
年
三
月
七
日
、

ド
ッ
ジ
公
使
が
経
済
安
定
原
則
を
発
表
、
同
年
四
月
に
は
一
ド
ル
三

六
〇
円
の
レ
ー
ト
決
定
、
こ
の
年
六
月
に
は
酒
類
の
自
由
販
売
が
可

㉖昭和二二年一〇月二三日「一部雑品等に関する公定価格の廃止について」
（物価庁）。右肩に「本件は総司令部の承認を俟って発表する予定」と貼り
紙があります。ちゃんと発表されていますので、承認はとれたのでしょう。
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能
に
な
り
、同
時
に
料
理
飲
食
店
の
緊
急
措
置
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
、昭
和
二
五
年
六
月
二
五
日
、朝
鮮
戦
争
が
勃
発
（
㉗
）
し
、

日
本
の
経
済
も
そ
れ
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
も
大
き
く
転
換
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
本
の
「
日
常
」

　

と
こ
ろ
で
、「
戦
後
経
済
政
策
資
料
」
と
は
別
に
、
経
済
企
画
庁

か
ら
、
安
本
の
関
係
資
料
が
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
「
政

策
」
と
は
あ
ま
り
関
係
な
く
、
接
受
文
書
の
件
名
や
日
々
の
庶
務
事

項
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
行
政
機
関
の
文
書
と
し
て
は
そ
れ

ほ
ど
重
要
で
は
な
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
ま
る
で
火
山
噴
火
に
埋

も
れ
た
ポ
ン
ペ

イ
の
町
の
よ
う

に
、
戦
後
の
役

所
の
雰
囲
気
を

そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
見
る
こ
と

の
で
き
る
、「
官

庁
民
俗
学
」
的

に
は
た
い
へ
ん

貴
重
な
資
料
で

す
。

　

た
く
さ
ん
紹

介
し
て
み
た
い

の
で
す
が
、
普

通
の
人
は
厭
き

て
し
ま
う
と
思

う
の
で
、
こ
ん
な
文
書
を
一
件
だ
け
（
㉘
）
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
和
田
総
務
長
官
は
当
本
部
企
画
立
案
に
係
る
経
済
計
画
に
付
参

議
院
各
党
政
務
調
査
会
員
を
招
待
懇
談
を
す
る
の
で
こ
れ
が
接
待
用

酒
類
の
特
配
方
御
配
慮
願
い
た
い
。」

　

と
い
う
こ
と
で
、
一
七
日
の
午
後
四
時
に
長
官
官
舎
で
会
合
を
す

る
た
め
清
酒
十
五
本
、麦
酒
十
ダ
ー
ス
を
申
請
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

ビ
ー
ル
の
配
給
は
年
間
で
一
人
一
～
二
本
だ
っ
た
そ
う
な
の
で
、
十

㉗昭和二五年七月三日経済対策本部文書
「朝鮮動乱に伴う特殊需要について」。約
九三億円の需要が見込まれる、と言って
います。実際はさらに巨額になりました

㉘昭和二三年一月八日付、大蔵省主税局あて「清酒・
麦酒等配給申請」。
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ダ
ー
ス
は
す
ご
い
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
な
特
配
申
請
が
、
多
数
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
必

要
理
由
が
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
る
の
で
、G
H
Q
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

財
界
や
記
者
と
の
会
合
、長
官
宿
舎
で
の
接
待
（
相
手
不
明
）
な
ど
、

当
時
の
懇
談
風
景
が
実
に
よ
く
わ
か
り
、
こ
ん
な
貴
重
な
資
料
は
他

で
は
見
か
け
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
年
に
だ
け
特
配
申
請
の
決
裁
が

集
中
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
も
し
か
し
た
ら
前
年
に
起
こ
っ

た
㉙
の
事
件
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

㉙
は
G
H
Q
と
の
連
絡
に
当
た
る
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
か
ら
の

通
知
で
す
。「
埼
玉
県
下
に
お
い
て
官
吏
が
大
量
の
酒
を
入
手
し
よ

う
と
し
た
事
案
が
あ
っ
た
。
埼
玉
県
軍
政
部
は
そ
の
申
請
を
拒
否
し

た
が
、
占
領
軍
は
自
ら
の
雇
用
す
る
職
員
に
対
し
て
も
配
給
統
制
を

㉙終戦連絡中央事務局次長通知「酒類入手取締に関する件」

㉚朱養和（字・元仲）の校訂になる明・天啓年間の「管子」
刊本。開巻劈頭の「牧民」篇、三行目に「衣食足りて礼節
を知る」の典拠とされる、
倉廩（そうりん）実つれば礼節を知り、衣食足れば栄辱を
知る。
（物資で倉庫がいっぱいになれば礼儀や節度を考え、衣料や
食糧が充足すれば栄光や屈辱について思いを致すことにな
るだろう。（そうでないならば、道徳や精神など議論しても
意味がない））
が出てきます。
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守
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
日
本
政
府
も
こ
の

こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
ほ

し
い
」
と
い
わ
れ
た
、
と

言
っ
て
ま
す
。
直
接
の
関

係
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
案
件
へ
の
対
処
と
し

て
、
特
配
申
請
を
厳
し
く

行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か

も
。

　�
衣
食
足
り
て
礼
節

は
知
れ
た

　

衣
食
足
り
て
礼
節
を
知

る
、
と
は
、
諸
子
百
家
の

一
、「
管
子
」
の
一
節
で

す
（
㉚
）。
衣
食
足
り
る

ま
で
戦
後
日
本
で
一
番
悪

戦
苦
闘
し
た
の
は
当
然
国

民
で
す
が
、
和
田
安
本
を

は
じ
め
、
多
く
の
役
人
た

ち
も
何
か
は
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
衣
食

足
り
て
、
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
今
に
至
っ
た
日
本
で
す

が
、「
衣
食
が
あ
り
余
っ
た
時
代
に
も
礼
節
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」。

　

こ
の
こ
と
は
読
者
諸
姉
兄
と
と
も
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
如
何
。
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福井　ひとし（ふくい・ひとし）氏
　一九六二年三重県生、東京大学法学部卒、八五年から総
務省、内閣官房、復興庁、沖縄総合事務局等に勤務。内閣
府参事官として公文書管理法の制定に参画、その後、福岡
大学教授、内閣審議官、国立公文書館理事、日本学術会議
事務局長、迎賓館長を経て、二〇二二年から国立公文書館
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